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【背景・目的】研究内容
【背景・目的】
生物が生きている時に示す固有な現象（生命現象）のほとんど全ては、タンパク質の働きに基づいています。した
がって、タンパク質が働く仕組みを解明することは、私たちの思考・情動・病気の解明など、あらゆる分野に影響を
与えます。高速原子間力顕微鏡（AFM）は液中環境で働くタンパク質の姿を直接観察できる唯一の顕微鏡で、これ
までに様々なタンパク質の働く姿を可視化してきました（図）。我々のユニットでは、この高速AFMをバイオ研究に広
く適用し、健康長寿社会の構築に資する次世代バイオテクノロジーの研究開発・応用に取り組みます。
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【概要】
1. 脳機能の一つである記憶を、細胞・分子レベルで解明

することを目指し、生きた神経細胞の樹状突起スパイ
ンのナノスケール観察を試みます。また、記憶の形成
に関わるタンパク質の動的な構造解析も試みます。

2. 近年のバイオテクノロジーの中で、ゲノム編集技術と
して最も注目されているタンパク質（酵素）の作動機構
を可視化し、高効率化、高選択性といった次世代バイ
オテクノロジーの創成を促す研究を進めています。

【研究の特徴・コンセプト・理念】

• 光学顕微鏡・電子顕微鏡・高速原子間力顕微鏡といった様々な顕微鏡技術に携わる研究が主となります。
• 学内・国内・国外を含む共同研究が多く、異分野の研究者との学際的な研究を通じ、多面的視点で研究を進め

ることに特徴があります。
• 世界で誰も見たことがないナノスケールのタンパク質の動きを観察できた時の達成感は格別です。

3. がんの浸潤・転移・薬剤耐性に関わりの深い膜タンパク質の作動機構
を可視化し、がんの本態解明における革新的な基礎研究の基盤づくり
に貢献できる研究を進めています。
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